
































































































































































大学 PPP 研究センター紀要』No. 3、2013年、Ｅ島田恵司「岩手県大槌町にみ
る東日本大震災の復興課題」『自治総研通巻』421号、2013年といった文献資料
に基づき検討する。




積は約 2 万 ha と広いが、大半が山林であり可住面積は1割に留まる（E, p. 2）。
人口は震災前、 1 万5994人であり（A, p. 3）、人口のピーク時は、昭和55年の
21,2922人とされる（D, p. 149）。新日鉄釜石工場の休止に伴い、釜石市のベッ
ドタウンとして位置づけられてきた大槌町の人口も減少の一途を辿っている













































年 2 月29日）に及ぶ。特に町の中心である町方地域では、被災者率は14. 9％に
のぼり、家屋については一部損壊の 1 棟を除き、すべて全壊しているとされる



















































移転事業、災害公営住宅等は、令和元年11月に完了した（C, p. 17）。令和 2 年











・ 町方の JR 山田線より海側の地域を大槌町が買い上げ、地権者に対しては高
台やその他の土地に集団移転することが決められた（D, p. 156）。内側の地
域は、区画整理区域として、最大 2 メートルの盛土を整備した。また、防波















　 町内の自治会・町内会が集まり、各団体の連携を図る場として、年に 2 回程
度、コミュニティ協議会が開催されている（C, p. 52）。








































































　　・ 松岡靖他 7 名「災害社会学の成果を踏まえた社会科新単元「防災ネットワー
ク」の開発─広島大学附属小 3 校による共同研究を通して─」『広島大学学部・
附属学校共同研究機構研究紀要』第40号，2012年.
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い社会をつくるために』早稲田大学出版部，2012年，pp. 6-7.
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7 ）野田正彰『災害救援』岩波新書，1995年，p. 17-18.
8 ）野田隆「災害とは何か」『システムの異常とは何か』社会・経済システム（16），
1997年，p. 122.
9 ）木村春彦「災害総論」『法律時報臨時増刊・現代の災害』1997年，p. 10.
10）島田恵司「岩手県大槌町にみる東日本大震災の復興課題」『自治総研通巻』421
号，2013年，p. 3.
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